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豹 『古今註』 巻下 ｢問答釈義｣]
(４) ｢双関語｣ とは､ 例えば ｢藕 (u) ＝ハスネ｣
という字から同音の ｢偶 (u) ＝つれあい｣
という字を､ 同様に ｢蓮 (lin) ＝ハチス｣
という字から同音の ｢憐 (lin) ＝いつくし
む｣ という字を連想させる､ ｢掛け詞｣ に似
た修辞技法を言う｡ 拙文 ｢ハスに託した恋心｣
(『語研ニュース』 16号､ 2006年12月) を参照｡





























最終句の ｢吐之｣ の ｢之｣ は､ ｢余糸 (ys)
＝たくさんの糸｣ を指すが､ それがさらに同
音の ｢余思 (ys) ＝ありあまる思い｣ を連想
させる働きをしていることは明らかであろう｡
[付記]
本稿は､ 拙論 ｢秋の糸を吐く青虫―秦観 ｢秋日｣





















ものは､ (1a, b) の辞書であり､ 後者にあたるも
のが (2) や､ 研究社の 『新英和大辞典 第６版』
のようないわゆる大辞典である｡
(1) ａ. 井上永幸・赤野一郎 (2007) 『ウィズダ
ム英和辞典 第２版』 三省堂
ｂ. 小西友七・南出康世 (2006) 『ジーニア
ス英和辞典 第４版』 大修館書店
(2) 松田徳一郎 ほか (1999) 『リーダーズ英和辞
典 第２版』 研究社









































ニアス』 で､ 初版は1988年に発行された｡ それま
での学習英和辞典とは一線を画し､ 語法
(phraseology) に重点を置くというコンセプトの
もと､ 作成された｡ この ｢語法に重点を置く｣ と
いう点が､ ｢発信型｣ 辞典といわれるゆえんであ
る｡ 語の使われ方を詳しく記述しているため､ 英
語を書く際､ 『ジーニアス』 や 『ウィズダム』 と
いった辞書を使うことにより､ その語が使われる
言語環境を確認しながら､ 文を組み立てていくこ
とができる｡ つまり自分の意見を ｢発信｣ すると
きに威力を発揮する辞典だと言える｡









そこで､ 収集型・蓄積型の 『リーダーズ』 のみ
を使って英語を学習している学生諸君には､ ぜひ
発信型の 『ウィズダム』 あるいは 『ジーニアス』
も併用することをお勧めする｡
『ジーニアス』 は版を重ね､ 現在は第４版まで
出版されている｡ ちなみに､ 編者の 故 小西友七
先生は神戸市外国語大学の名誉教授で､ 語法研究








発信型辞典の 『ウィズダム』 や 『ジーニアス』
が語法を重視していることを､ いくつか例を挙げ
て見てみよう｡ 例えば､ 動詞 “succeed” の自動
詞用法には ｢成功する｣ のほかに ｢(地位などを)
継承する｣ という意味がある｡ ｢トムは家業を継
いだ｡｣ という文を書く場合､ (3) の括弧内に前
置詞を入れなければならない｡









ダム』 や 『ジーニアス』 のような語法重視の英和
辞典は非常に役に立つ｡ (4) は 『ウィズダム英和
辞典 第２版』 の該当ページからの抜粋であるが､
自動詞 “succeed” 二番目の意味 ｢A〈地位など〉









次に､ 動詞 “ask” の例から､ 発信型辞書に語
法の情報が盛り込まれていることを見てみよう｡
“ask” はもちろん ｢尋ねる｡ 質問する｡｣ という
意味があるが､ そのほかに ｢～に～を頼む｣ とい
う意味がある｡ しかし､ ask を ｢頼む｣ の意味で
用いる場合は to不定詞を共起させねばならない｡
(5) の 『ウィズダム英和辞典 第２版』 からの抜
粋を見ていただくと､ ｢A〈人〉に... してほし
いと言う [頼む､ 要請する]｣ の意味の前に [[ask















『ウィズダム』 や 『ジーニアス』 のような発信








例えば､ 『ウィズダム』 の編者の一人である 赤
野 (1996) の分析を見てみよう｡ 副詞 “lamely”
は ｢足が不自由な｣ を意味する形容詞 “lame” の
連想から､ 昔の辞書ではよく lamelyの意味とし
て ｢不自由な足取りで｣ という意味が挙げられて
いた｡ しかし､ コーパスを検索すると､ “lamely”
がどうやら ｢不自由な足取りで｣ という意味では
あまり用いられていないことが分かる｡ (6) は赤







Herald commented lamely...” とあるが､ 仮に
“lamely” が ｢足の不自由な状態で｣ という意味
だとすると､ 新聞ヘラルド紙が ｢足の不自由な状
態で｣ 論評を述べるというのは非常に奇妙である
ことが分かる｡ また､ 下から４行目に､ “I said




“lamely” は explain, conclude, remark, respond, say
など､ ｢言う｣ ことに関係する動詞と共起してい
ることが分かる｡ つまり､ “lamely” は ｢足が不
自由だ｣ と言っているのではなく､ しゃべってい
るその状態が “lamely” である､ すなわち ｢あや
ふや､ 心もとない｣ ことを示しているのである｡
このことから､ 『ウィズダム』 では (7) のように､
第一義に ｢(論拠・説明の仕方が) 弱く､ 下手に､





りで｣ の意味を第二義として挙げ､ 更に ｢((まれ・
やや古))｣ という表示を付けている｡ 更に､ 第一
義の箇所には､ 発言動詞とともに用いるといった








“apparently” の意味を尋ねると､ 形容詞 “apparent”
からの類推により､ ｢明らかに｣ という意味であ
ると答える学生が多い｡ “Apparently, George is











味であり､ むしろ動詞 “appear”の “it appears ...”
と近い意味である｡ この “apparently” について
も､ 『ウィズダム』 や 『ジーニアス』 のような発
信型辞書はコーパスを駆使し､ 頻度の高い順に語
義を並べ､ 第一義にはこの ｢どうも... らしい｣
という意味を載せている｡ (8ａ) は 『ウィズダム
英和辞典 第２版』 の記述であり､ (8ｂ) は 『ジー
ニアス英和辞典 第４版』 の記述である｡ 『ウィズ
ダム』 では､ 第四義に ｢明らかに｣ を挙げ､ ｢ 形
の apparentと違い､ この意味は ((まれ))｣ とい
う記述を加えている｡ これも､ コーパスを分析し
たことによる成果である｡















































は､ 『リーダーズ』 と対比するために､ 『リーダー
ズ』 にはない要素として､ 英語を書いたりする
際の ｢発信型｣ の側面を際立たせている｡
スコットランドには驟雨が多い｡ 突然降り始め
た雨がいくら激しく降っていても､ すぐにまた止
んで青空が見えたりする｡ だから割と頻繁に虹を
見ることができる｡
スコットランドの北西部はハイランド地方と呼
ばれ､ 山岳と渓谷が繰り返し連なる風光明媚な一
帯である｡ ここには車窓風景が美しいことで知ら
れる長距離ローカル線が二つある｡ グラスゴウか
らロッホ (Loch: 湖)・ロウモンドの畔を駈け抜
けフォート・ウィリアムを経てマレイグまで行く
ウェスト・ハイランド・ラインと､ インヴァーネ
スからカイル・オヴ・ロッハルシュまでのカイル・
ラインがそれだ｡ 所要時間は前者が片道五時間半､
後者が二時間半だが､ これだけの時間を車中で過
ごしてもまったく退屈することはなかろう｡ 私は
かつて､ グラスゴウとインヴァーネスからそれぞ
れの線に日帰りで往復乗車したので､ 二日間で合
計十六時間を車中で過ごしたことになる｡ いずれ
の線も列車は一日に三往復程度しか走らない｡
これらの線に乗ってみたいがいくら何でもそん
なに長い時間汽車の座席に座っていることは出来
ない､ という人には､ 次のようなルートをお薦め
したい｡ すなわち､ インヴァーネスからカイル・
オヴ・ロッハルシュまでカイル・ラインに片道だ
け乗って､ カイルから海峡の橋をバスでスカイ島
に渡り､ ポートリーあたりで一泊して翌日アーマ
デイルの港からフェリーでマレイグに渡って､ そ
こからウェスト・ハイランド・ラインでグラスゴ
ウに出るのである｡ このルートでもまだウェスト・
ハイランド・ラインの五時間半連続乗車が耐え難
いという人には､ 途中のフォート・ウィリアムで
13
虹の覚え方､ あるいは薔薇
戦争
元 経営学部
安藤 聡
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